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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 1 9 23 3 6 0 0 3 3 0 1 2 0
11 * 3 6 1 5 2 2 1 0 1 1 1 3 2 0
12 * 0 0 0 1 0 0 4 0 2 2 0 0 0 0
14 * 1 1 2 4 1 1 5 0 4 4 0 0 0 0
18 * 0 1 3 4 2 3 0 1 6 7 1 2 0 0
2 0 2 9 2 9 0 0 4 1 2 3 0 3 2 0
4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0
15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 0 2 2 1 3 0 0 3 0 1 1 0 0 0 0
23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
55 0 3 3 4 5 0 0 3 4 4 8 0 3 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 2 2 0
11 23 22 54 8 12 20 6 27 33 2 12 6 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 2 13 6 11 1 2 2 2 2 4 0 0 1 0
10 * 0 0 3 7 0 0 0 1 3 4 0 1 0 1
19 * 0 0 2 5 0 0 2 1 2 3 0 3 0 0
45 * 0 2 7 12 1 2 1 0 9 9 0 0 1 0
75 * 0 2 5 14 0 2 1 4 7 11 0 2 0 0
0 0 0 0 3 13 6 10 2 3 4 7 0 0 0 2
2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
22 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0
26 0 0 0 3 5 2 2 5 5 1 6 0 1 0 0
27 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
34 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
35 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
88 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 1 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 0 1 1
2 18 30 68 10 18 17 19 31 50 1 10 3 3

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

流通科学大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点　１ 勝ち点　０試合ＮＯ 121

79 76

敗チーム

大阪産業大学

男子

戦評
総括、リーグ戦5日目。両チームともまだ白星をつけてなく、勝って勢いに乗りたい1戦となった。4連続3Pシュートとい
う変わった幕開けとなったが、両チームとも速攻や3Pシュートなど種類の豊富な攻め方でオフェンスをすると、終始激
しい攻防となった。終盤、競った試合展開となったが、大阪産業大学は流通科学大学のリードを埋めることが出来な
かった。このゲームは流科大が貴重な1勝をものにした。
第1ピリオド、流科大#14杜が思い切りのいい3Pシュートを決めると、大産大#1小幡も3Pシュートを決め、両チームと
も、2連続で3点を取り試合が始まる。ピリオドが進むにつれて、両チームともインターセプトやリバウンドからの速攻、ド
ライブなどでペイントエリア内の得点を重ねていく。しかし、流科大はファールトラブルとなってしまい、大産大はフリー
スローなどで得点を取る。17-23大産大リードで第1ピリオド終了。
第2ピリオド、大産大が先制点をあげるが、流科大#11多々良が3Pシュートを決め、点差を開けさせない。大産大は
ペイントエリア内で得点を狙いに行くが、流科大#2安藤が2本3Pシュートを沈め、#18南家が速攻からバスケットカウント
を取ると、逆転する。クォーター終盤、大産大#1小幡がタイムアウトの後にしっかりとミドルシュートを決め、さらに、プ
レッシャーのかかるディフェンスから速攻が決まり、流科大に同点まで追いつく。しかし、終了間際に流科大もディフェ
ンスでプレッシャーをかけると、ターンオーバーからファールをしてしまう。37-35流科大リードで前半終了。
第3ピリオド、序盤、流科大は速攻など速い展開で簡単に得点を取りにいき、10点差まで引き離す。両チームともイン
ターセプトやリバウンドから速攻などを出し、速いゲーム展開での激しい攻防のなか、流科大は2本3Pシュートを決める
ものの、大産大は確実に得点を取り、点差はあまり動かない。60-54流科大リードで第3ピリオド終了。
第4ピリオド、流科大#14杜がインサイドで得点を取りゲームが動き出す。流科大#14杜のインサイドでバスケットカウン
トを沈める活躍を見せるものの、5ファールで退場となる。大産大はインサイドや3Pシュートなどで逆転を試みるが、流
科大は簡単にそれをさせない。しかし、流科大はファールトラブルもあり、じわじわと点差が縮まっていく。終盤、流科
大のシュートミスから大産大#0福原がリバウンドを取るとファウルを貰い、フリースロー。2本目を落とすが、リバウンド
シュートを沈めると、36.6秒で2点差まで詰める。タイムアウトが明けると、流科大#2安藤のアシストから#55渡辺が決め
る。大産大もタイムアウト明けに簡単に決めるが、逆転できず。79-76流科大がこの試合をものにした。
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関西学生バスケットボール連盟

田中　秀（立命館）戦評東谷　昌弥 副審 小畑　治

記録

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2014.09.13
流通科学大学開始時間 11.00.00

会　　場 滋賀県立体育館

多々良 鮎 13 26

杜 家騰 8 14

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

藤原 卓哉 21 33

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

0 - -

10 30

新宅 悠三 0 4

渡辺 航 11

0 -
-

辻 直弥 8 17

南家 佳輔 8 40
安藤 渉

-

龍 季弥 0 1

村上 直也 0 7
竹本 悠亮 0 1

27
0 - -

合　　　計 79

0 -

200
RATE 47.8% 40.7% 66.7%

大阪産業大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 天田　英彦

33

小幡 雄大 19 29

ST MINTO AS

福原 康司 12

金 ミンジェ 15
広倉 武成 4

REBOUND３Ｐ BS

田中 広希 6 11

18
大塚 一樹 0 1

30
伊東 瞬 10

佐々木 喬行

31

0 3

木全 洋介 0 6
宮武 和輝 8 20

1
6

花田 英次 0 10
和田 幸平 2

RATE 11.1%

-

0

44.1% 55.6%
200

藤井 祐

Team / Coach: 露口　亮太 -
合　　　計 76

0 -
0 - -


